








 

近年極小未熟児の生存例が増加するとともに,B.P.D の症例も増加の傾向にあ

る。B.P.D は 1OOOgr 以下の極小未熟児に特に多く,特有な臨床像を示し,予後不

良とされている。本症は従来,肺の極度の未熟性以外に過剰の酸素投与又は機械

的人工換気がその発生原因として注目されて来ている。 

われわれは,最近一年間に 5 例の極小未熟児の重症な B.P.D を経験した。中 4

例は 1000gr 以下である。5 例中 3 例は生存し,全例ともに経過順調である。こ

れらの症例は総て長期に亘る酸素投与及ぴ機械的人工換気治療が行われている。

ここにその発生要因としての酸素療法の意義について検討した。 


